
数 字 に み る わ が ま ち
（平成２５年11月30日現在）

(人口）合計…………… ４，494人 （－215）
　　　男………………２，026人 （－89）
　　　女……………… ２，468人 （－126）
年　少［15歳未満］…………208人 （－12）   4．63％
老　年［65歳以上］……… ２，417人 （－52） ５３．78％
世帯数……………… ２，508世帯 （－64）
　　　　　　　(   )は、前年同月比数

大豊町 広報大豊町 広報大豊町 広報

１２月３日（午前７時ごろ）　　梶ケ森山頂

新春号新春号
平成26年平成26年
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大
豊
町
議
会

大
豊
町
議
会

大
豊
町
長　

岩
﨑
憲
郎

大
豊
町
長　

岩
﨑
憲
郎

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、「
高
知
お
お
と
よ
製
材
」
が
操
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
初
の
C
L
T

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）

工
法
に
よ
る
木
造
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
着
工
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
へ
の
建
設
を
提
案
す

る
な
ど
、
大
き
な
期
待
の
も
と
建
設
が
進
ん
で

い
ま
す
。

環
境
世
紀
と
言
わ
れ
る
時
代
の
価
値
観
の
変

化
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、

大
豊
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
と
も
言

え
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
に
当
た
り
、
こ
の
機
を
捉
え
森
林
に
代

表
さ
れ
る
我
が
町
の
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
育
ん
で
き
た
日
常
の

営
み
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
再
生
す
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に「
環
境
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
な
山
村
」

の
再
生
を
目
指
し
、
決
意
も
新
た
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
町
に
と
っ
て
更
な
る
飛

躍
の
一
年
と
な
る
よ
う
決
意
を
込
め
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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大豊町立小学校閉校式のご案内

平成２６年４月１日、大杉小学校、大田口小学校、大豊小学校が統合し「おおとよ小学校」が誕生します。
３校が閉校するにあたり、閉校式を開催することになりました。
それぞれの学校の卒業生、また縁のある皆さん、ぜひ閉校式典
にご参加ください。
お知り合いの方にもお声掛けをよろしくお願いします。
なお、式典、懇親会ともに事前申し込みが必要ですので、各学
校に直接お申し込みください。

大
杉
小
学
校

大
杉
小
学
校

明治８年１１月創立

閉校式典　３月２１日（金・祝）
　時間　午後２時～３時３０分
　場所　大杉小学校体育館

懇親会
　日時　同日午後５時～７時
　場所　ひばり会館
問い合わせ・申し込み先…大杉小学校
　緯 0887‐72‐0009　姉 0887‐72‐1199
　e-mail　osugi-e@kochinet.ed.jp

大
田
口
田
口
小
学
校

小
学
校

昭和１１年４月創立

閉校式典　３月２２日（土）
　時間　午後１時～３時
　場所　大田口小学校体育館

懇親会
　日時　同日午後４時～６時
　場所　大豊町総合ふれあいセンター
問い合わせ・申し込み先…大田口小学校
　緯・姉 0887‐73‐0024
　e-mail　otaguchi-e@kochinet.ed.jp
※申し込みの詳しい内容は来月号でお知らせします。

大
豊
小
学
校

小
学
校

平成１６年４月創立

閉校式典　３月２３日（日）
　時間　午前１０時～正午
　場所　大豊小学校体育館

懇親会
　日時　同日午後１時～３時
　場所　大豊小学校体育館
問い合わせ先…大豊小学校
　緯・姉 0887‐75‐0011
　e-mail　otoyo-e@kochinet.ed.jp
※申し込みの詳しい内容は来月号でお知らせします。
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平
成
24
年
度
決
算
報
告

地方交付税など

54.8％
26億 122 万円

国・県補助金など

13.1％
6億 1,996 万円

町  債

7.9％
3億 7,250 万円

　　らすことができるようにするためのお金
国・県から目的に対して
補助されたお金 ☆ローン

国や銀行からの借入

公債費

16.2％
7億 4,018 万円

補助費など

12.2％
5億 5,707 万円

繰出金

12.7％
5億 8,180 万円

積立金
7.8％
3億

5,434 万円

建設事業（災害含む）・
維持修繕費

次
期
繰
越
金

14.9％
6億 7,943 万円

☆ローンの返済 ☆町内会費
（嶺北広域行政事務組合
　負担金・出資金など）

☆仕送り
（特別会計への繰出金
　※後期高齢者医療負担金含む）

☆預貯金
（基金積立）

☆車の購入費・家の修繕費
（道路・給水施設・建物などの整備）

財政調整基金　　　　6億1,108万円
減債基金　　　　　　9億2,640万円
財政健全化基金　　　7億3,085万円
福祉基金など　　　　7億2,331万円

　　　計　　　　　　29億9,164万円
※定額運用基金や特別会計の基金は
　含みません。
　（平成２５年５月３１日現在）

川口南農工団地造成事業　2億9,140万円
川口南農工団地造成事業
　　　　　　（関連事業）　　　　3,492万円
町道改良舗装工事　　　　　　　6,925万円
がけくずれ住家
　　　　　防災対策事業　　　　5,569万円

特別会計（特定の収入でその支出が賄えるもの）

会計名 歳　入 歳　出 歳入のうち
一般会計からの繰入金

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

後期高齢者医療

計

7億 2,608 万円

3億 6,921 万円

6億 9,621 万円

1億 163 万円

18億 9,313 万円

7億 2,429 万円

3億 6,913 万円

6億 7,426 万円

1億 163 万円

18億 6,931 万円

6,034 万円

8,520 万円

1億 946 万円

4,769 万円

　3億 269 万円

（平成２４年度　地方財政状況調査より）

　
平
成
24
年
度
の
大
豊
町
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
、
1
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

積立基金（町の預貯金等）残高 平成２４年度の主な事業
（２３年度からの繰越事業含む）

☆特別会計の収入源である保険料や使用料が足りない場合、公益性を維持するために、一般会計から補てん
して不足分を賄います。平成２４年度は、４会計合わせて約３億円を繰り入れました。

�

�
�
�
�
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�

一般会計（教育や福祉、道路整備など行政の基本的な会計）

歳　入

対前年度比+１億 5,183万円

４７億4,243万円
－平成 23 年度45億 9,060万円

町  税

7.5％
3億 5,816 万円

使用料・手数料
財産収入など

16.7％
7億 9,059 万円

☆年収
自分たちで賄えるお金

☆親からの仕送り
全国どこに住んでいても暮　　

人件費

17.9％
8億 2,000 万円

物件費

13.1％
6億 3万円

扶助費
5.2％
2億　　　
3,629 万円

☆食費
（議員報酬や職員給与・手当など）

☆光熱費
（消耗品・
　光熱水費など）

☆医療
　費等

平成２４年度決算に見る台所事情

健全化判断比率（財政の健全度）

☆－は、算定の結果「資金不足がない」ことを表しています。

企業会計の悪化の度合いを表しています。

歳　出
45億6,914万円

－平成23年度44億 1,813万円

対前年度比+１億5,101万円

私たちの生活に
置き換えると…

　歳入を見てみると、町税や財産収入など町が独自で確保できた財源は、全体の約２４％で、残りは全て国や県からの
仕送りと町債（ローン）となっています。
　なかでも歳入全体の約５０％を占める「地方交付税」は、配分の基準となる人口が減少しているため、今後の増加は
期待できず厳しい状況が予想されます。
　歳出を見てみると、過去に行った建設事業などのローン返済である
公債費が歳出全体の約１６％を占めています。
　普通建設事業では、川口南農工団地の造成工事が本格化し、大規模
事業ではあったものの、前年度の補助事業である地上デジタル放送共
聴施設整備事業（繰越事業）の終了や、土地建物購入費などの単独事
業が減となったため約１億２千万円減の約１５％となっています。
　この結果、町の台所事情は年収の約３倍の親からの仕送りで１年間
の生活を賄っていることになります。

資金不足率 大豊町 早期健全化基準 財政再生基準

－ 20.00％簡易水道事業
特別会計

一般会計の赤字額の程度を表しています。

全会計の赤字額の程度を表しています。

町が返済した借金の返済率を表しています。

町が将来負担する可能性がある実質的な負
債が、どのくらいあるかを表しています。

☆－は、算定の結果「実質赤字がない」ことを表しています。

健全化判断比率 大豊町

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

13.8％

－

－

－

15.00％

20.00％

20.00％

25.00％

350.00％

30.00％

30.00％

早期健全化基準 財政再生基準
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ふれあいセンター
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　文部科学省では、地域における社会教育活動を推進するた
め、多年にわたり社会教育の振興に功労のあった方に対し、
その功績をたたえ表彰しており、大豊町からは浜田豊髙さん
（日浦）が表彰され、１１月１４日表彰式が行われました。
　浜田さんは長年にわたり、子ども会活動の指導や育成に尽
力され、また児童生徒の登下校時の交通事故防止、見守り活
動に率先垂範の取り組みをされ、青少年に対する健全育成が
認められました。
　おめでとうございます！

社会教育功労者表彰

　１１月２４日、三菱ＵＦＪ信託銀行と高知県、町の３者で締結
したパートナーズ協定活動の一環、「協働の森づくり事業体験
学習」が、ゆとりすとパークおおとよで行われました。
　今年は約５０人が参加し、間伐体験、ゆず絞り体験、餅つき
体験、そば打ち体験が行われました。
　間伐体験では、森林組合職員の方に切り方を教えてもらい
ながら切りましたが、のこがうまく入らず、皆さん悪戦苦闘し
ていました。

三菱UFJ信託『想い』をつなぐ森体験学習

　１２月５日～７日、外務省が実施する「JENESYS２.０」に参
加している東南アジア、オセアニアの学生約４０人が、大豊町
で交流体験を行いました。
　この事業は、訪日外国人の増加を図るとともに、日本ブラ
ンド、日本的な「価値」への国際理解を増進させることを目指し
て行われています。
　今回は大豊町で３日間滞在し、庵谷星神社で弓打ち体験や、
永渕神楽の体験、豆腐作りやうどん作りなどの農山村の暮らし
を体験してもらいました。
　また、２日目は８グループに分かれて農家民泊体験をしまし
た。
　平成２７年度から
町内で本格的に実
施を予定している、
農家民泊に向けて
良い予行演習と
なったようです。
　大豊町の魅力が、
全国へ、そして世
界へと伝わってい
けばいいですね！

大豊の魅力を世界へ！ ～ASEAN・オセアニア青少年交流事業「JENESYS 2.0」～
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毎
年
恒
例
の
、
大
田
口
小
学
校
『
育
て
て
売
っ
て

体
験
活
動
』
が
、
12
月
1
日
に
高
知
市
ひ
ろ
め
市
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
る
お
得
意
様
も
で
き
、

心
に
残
る
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
販
売
ま
で
の
ゆ
ず
取
り
や
ゆ
ず
味
噌
作

り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

ゆ
ず
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　

大
田
口
小
学
校　

六
年藤

原　

聖
人

　

今
日
は
、ゆ
ず
取
り
で
す
。

　

と
ら
せ
て
も
ら
う

の
は
秋
山
さ
ん
の

ゆ
ず
農
園
で
す
。

秋
山
さ
ん
に
は
、

昨
年
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、

二
度
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
を
む
っ
君
が
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
ど
ん
な
ゆ
ず
が
出
荷
で

き
な
い
か
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
た
。
写
真
で
教
え
て

く
れ
て
、
そ
の
写
真
を
見
る
と
（
も
っ
た
い
な
い
な
。）

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ゆ
ず
取
り
を
始
め
ま
し
た
。
手
ぶ
く
ろ

を
し
て
は
さ
み
と
か
ご
を
も
っ
て
取
り
始
め
ま
し
た
。

一
つ
目
は
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

一
か
ご
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
慣
れ
て
、
パ
ッ

パ
ッ
と
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

取
っ
て
い
る
と
上
の
方
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、

三
年
生
が
来
ま
し
た
。
三
分
位
す
る
と
三
年
生
が
お

り
て
き
ま
し
た
。

　

と
き
ど
き
、
と
げ
の
さ
さ
っ
た
ゆ
ず
な
ど
が
あ
る

の
で
、
ゆ
ず
の
に
お
い
で
す
ご
く
い
や
さ
れ
て
、
仕

事
が
は
か
ど
り
ま
し
た
。

　

十
二
時
近
く
に
な
る

と
、
学
食
を
食
べ
る
三
年

生
た
ち
は
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。
な
の
で
、
残
り
は

八
人
に
な
り
ま
し
た
。
ま

な
か
ち
ゃ
ん
が
、

「
校
長
先
生
の
車
の
音
が

す
る
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、

午
前
の
部
は
、
筒
井
先
生

の
、

「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ー
。」

と
い
う
笛
の
合
図
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
飯
は
、
ゆ
ず
畑
を
見
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。

や
く
一
時
間
ぐ
ら
い
休
ん
で
、
ゆ
ず
取
り
を
始
め
ま

し
た
。
一
班
の
方
は
、
ゆ
ず
し
ぼ
り
を
し
に
行
き
ま

し
た
。
お
昼
の
時
に
、上
か
ら
見
て
、（
上
の
方
に
残
っ

て
い
る
な
。）
と
思
っ
て
い
た
の
で
、ゆ
ず
の
木
に
登
っ

て
取
っ
て
み
ま
し
た
。
少
し
と
げ
が
さ
さ
っ
て
痛
か
っ

た
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
大
き
め
で
こ
い
黄
色
の
玉
で

し
た
。
二
か
し
ょ
ぐ
ら
い
回
っ
て
み
ま
し
た
。

　

向
こ
う
の
方
で
、

「
二
班
し
ぼ
り
に
来
い
や
。」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
走
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ゆ
ず
し
ぼ
り
で
は
、
ま
な
か
ち
ゃ

ん
と
吉
本
先
生

が
、
は
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
、

五
十
分
ほ
ど
取
っ
て

終
り
を
し
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
ゆ
ず
を

し
ぼ
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
五
十
コ
ン
テ
ナ

以
上
取
れ
た
の
で
よ
か
っ

た
で
す
。

教育委員会
　　　だより

〜
地
域
と
と
も
に
９
年
目
〜

大
田
口
小
学
校

　
　
『
育
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二
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く
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パ
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販
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子
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た
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終
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を

今
日
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ぼ
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た
し
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上
取
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ゆ
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で
す

か
ど
り
ま
し
た
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十
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時

とと
、
学
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た
ち
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し
た
。
な

八八
人
に
な
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か
ち
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「
校
長
先
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とと
言
っ
て
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前
の
部

の
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ッ
ピ
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ピ
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い
う
笛
の
合
図
で
終
了
し
ま
し
た
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大
田
口
小
学
校

六
年藤

原

聖

は
、ゆ
ず
取
り
で
す
。

せ
て
も
ら
う

山
さ
ん
の

園
で
す
。

ん
に
は
、

お
世
話
に

い
る
の
で
、

に
な
り
ま
す
。

は
、
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
を
む
っ
君
が
し

し
た
。
そ
の
あ
と
、
ど
ん
な
ゆ
ず
が
出
荷

か
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
た
。
写
真
で
教
え
て

お

聖
人

し
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荷
で

「
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　昨年は交通安全活動に対しご理解とご協力を
賜り、誠にありがとうございました。
　本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。

　講話を聞く機会を増やし、高齢者の事故を減らすことが
目的ですが、なおかつ量販店でのお買い物時にポイントを
多く付加されるなどの特典付き講習を受講してくださる
方々、地域が増えています。
　地域での集まりや、なかよしグループなど、６５歳以上の
高齢者（免許有無無関係）の方を対象に、出前講習を実施
しています。まだ、受講されていない方々もお気軽に、お問
い合わせ、ご連絡ください。

　昨年、大豊町川口で横断中の高齢男性が車と
接触する事故が発生。
　目的地に行くために、近道を…と、つい斜めに
道路を横断してしまうことはありませんか？　斜
めに横断すると、それだけ車道上にいる時間が長
くなり、事故に遭う危険性も増します。
　慣れた道、自分は絶対事故に遭わないからとい
う慢心は危険です。
　日ごろの行動を振り返り、無事故の一年を。

　山間部の寒さが厳しい時季となりま
した。
　橋の上・山の陰地・トンネルの出入り
口など思わぬ場所で凍結していること
があります。
　車の運転や散歩などは油断せず、転
倒やスリップ事故を起こさないように
注意しましょう。

「受講特典講習」

受講 ⇒ 修了証授与 ⇒ お買い物ポイント増
１ 年 経 過 　　　　　

⇒

⇒

急がば回れ急がば回れそ
の
横
断
大
丈
夫
？
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旧
年
中
は
、
広
報「
ゆ
と
り
す
と
」、
議
会
だ
よ
り「
秀
峰
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
報
誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た「
大
き
な
」話
題

か
ら「
小
さ
な
」話
題
ま
で
、
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
！

広
報
が
ゆ
く
！

広
報
が
ゆ
く
！

広
報
が
ゆ
く
！

広
報
が
ゆ
く
！

〜
平
成
25
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
〜

今年はどんな写真が
撮れるかな？

3月5日 ゆとりすと放送で
 マックスの英会話始まる

5月20日 大阪から約240人の修学
 旅行生がラフティング体験

2月7日　大スギさんの中に潜入

3月6日　西寺内上空・オスプレイ

7月28日 町操法大会初の
 落合部4連覇！

7月9日　安倍総理大臣来町

11月18日 大田口小学校での
 最後のお神輿

8月20日　三津子野・水道施設渇水

4月15日　怒田・１本の木から2色の花

6月17日　役場にムササビ現る


